
 

 

資料 今の様子   H29.11.26 於いて 円通寺 

思考 

思っていること  

話していること  

考えていること 

実相 

見 

聞 

その他 

◎各自の身心が緑(諸条件)に触れることによって現象が生れる 

その内容に普段では気付かない 素晴しい様子がある(仏性・法性・奴 解脱、清浄、安らぎがある 

法話 

今の様子 

よく使う表現に、今の様子って云う表現してますけども、これは皆さんに記憶をしてもらうのに

ですね、こう言う風に私が申上げておきたい。これは永遠の恋人、今の様子（こんのようこ）とこ

う言うんです。（今野陽子と言う歌手がいた）これで大体良いかなと思うんです。皆さん方の永遠

の恋人です。まあ女性の人だったら、問題かな。男性の表現ですね。これ、ずっーと連れ添うんで

すね。この子がいないと成り立たないんですね。生活が成り立たない。それ位大事な人なんですよ

ね。これで大体今日の話、終りでいいですか。 



 

 

即心是仏って云う表現もありますね。同じですよ、内容は。即心是仏って云う、こう言う意味合

いですよ。此の身このまま仏なり。ところが人間は、何時からか知らないけども、自分以外にもっ

と素晴らしい仏様が居るって言う風に信じこんだんでしょうね。だからこうやって生活してても、

まだどっかに素晴らしい人が、どっかにいるんじゃないかって、そう言う勉強になったんでしょう

ね。本当はこの今の治部の在り様、これ以外に無いのでしょう。 

ああやって他所でピーポーピーポー言っている。あれだって皆さん方の今の在り様でしょう。だ

けど自分の中で、あれは向こうでなってる事だって言った時に、何か自分の事と違う様なニュアン

スに受け取ってるんですね。思ってる事でもですよ、思考って言うんだけど、「今、向こうで」っ

て思っている事自体が、皆自分の今の様子ですからね。決してひと他人の様子ではない。「あっち

の方で音がしてる。ああ何か有るかな。」そう言う思考能力が働く。それだって、皆今此処でやっ

てる自分の在り様です。 

これ何処から出て来るんだろうね。本当に不思議だね。永遠の命とも言われるけども、尽きないも

のですね。今は、無くなっちゃったと言う様な事が無いからね。大丈夫ですよ。人は死んでも、今

な無くなりません。大丈夫ですよ。不思議なものですよね。今って形がある訳ではない。それらし

い姿が在る訳ではないけども。不思議ですよね。お化けって言う様なものではないですね。得たい

の知れない、と言うかもしれないけど、お化けの様なものじゃないですね。 

 次から次へと色んな事が浮かんで来る。次から次へ色んな事が思い浮かんで来てもですね、人は

何にもそれによって縛られたり、苦しめられたり、悩んだりする事は、本来無い様に出来てます

よ。そう言う事に疑義のある人が居たら、手を挙げて下さい。本当に朝の梵鐘がゴーンと鳴るのと

何ら変わらないですね。音がすると、その通り音が鳴ってる間中聞こえるだけです。思いもそうで

す。思ってる時に、思ってる様子がその通り在るだけで、思いが止むと、何処行ったのか分らな

い、さっき思った事がすっかり無くなっている。次のものが入って来ると、前のものが押し出され



 

 

る様な気配でもないね。 

 エー、目でもそうでしょう。次の物を見ると、前の見えてた物が押し出されて無くなる気配では

無い。言語でもこうやって次から次へと喋っても、前の言葉が入って来るから、必然的に押し出さ

れて無くなるって、そんな気配じゃないですよ。本当に、こう全く違うんですよね。私達が思って

る事とは。要するに、生き死になんて無いんですよ。そう言う活動をしてるんですよ。 

 出て来た、無くなったって言うんだけど、出て来たとしても無くなったとしても、一つも跡方が

無いんだもんしょうがないね。それが皆さん方の永遠の恋人の様子です。 

 今の様子（こんの、ようこ）って言うんですよ。良い名前でしょう。今度居たら、そう言う名前

付けてみたら？一人ぐらいそう言う大事な人がいても良いでしょう。 

 そこに思考って言うのは大切なんだけど。思量、分別、思考。思う、考える、これ大事な働きで

すよね。何時からこんな事が行われる様になったか知らない。人間の中に本来備わってるんでしょ

うねぇ、機能として。眼、耳、鼻、舌、身体、そこを前五識とかって、五つの身体の様子、その次

に、意と言うのがあるんですね。これが思考の原動力になるんでしょう。 

 兎に角物に触れると、只見えたり、聞こえたり、思えたり、味がしてるだけじゃなくて、それに

対してすぐ働く物がある。自分でひとつもそんな事思い起こそうと思わないのに、出て来る。良い

でしょう、それで。それを、出て来たものに対して、自分の考え方でそれを取り扱いはじめるとぐ

ちゃぐちゃになるだけですよ。だから心意識に対して、それを自分の思いで動かさない。心意識の

運転を止める。念想観とかに対しても、出て来た物に対して、それを取上げて、大きい小さいと

か、軽い重いとか言う様な測量ですね、測る事をしない。そうすると、実物が実物のまま、そこに

ある。その間は問題が無いですねぇ。そうやって過ごすと、物の本質がよく見える様になる。それ

で、何時も今の様子ってものを、皆さん方にそう言う言葉で、大事にして欲しいって伝えてる訳で

すね。自分ので手を付ける前の在り方ですよ。 

コメントの追加 [龍田1]: あえの 



 

 

白雲閣ですかね、あの中に額ですかね、二枚入ってます。回向返照と、さっき見てこようと思った

んだけど、見ずに帰って来た。回向返照って言う様な事でも、本当に言いたい事は、今の様子に目

を向けるって言う意味ですよね。人間て、中々今の在り様の処にこうじっとしてないと言って良い

かねぇ。すぐ他所の方に気が向くんですよね。尋ねて行かなくても良いのに。あれ位浮気っぽい物

無い。折角こんな大事な人が連れ添ってるのに、何時も。これをすぐないがしろにして、どっかに

もっと気に入った物が有るんじゃないかって、そっちの方へすぐ目が向く、って言う不思議なもの

ですね。 

後は、思考の中には、矢張実体は無いと言うことをよく見ておく必要があるでしょう。真実。下

の方に、実相とある。実相の中にも実体は無いのですよ、言っときますけど。目と物が触れると見

えるって、そう言う働き、現象が起こるだけであって、実体は無いですよ。それはテレビの画面を

見てるのと何ら変わらないって言う事です。ああ言う風に人は見てるだけなんですけど。テレビの

中は実体が無い、映像だって認識が出来るんだけど、こうやって見てると、ちゃんとだってあるじ

ゃんて、そう言う風に思ってるけど、向かった時だけ見えるだけですよ。何処にも残ってません

よ。それだけど、皆、ちゃーんと物が有る様に握って受け取ってる。こう言う処が、仏祖方が触れ

たものと私達が普段ふれて理解してる様子との違いじゃないですかね。 

だから、もう一回自分自身の在り様に目を向けて、よーく触れてみると、本当にそう言う風な

事、よく理解出来る。と同時に、実際そう言う生活をしてるじゃないですか、これが。そこまで、

自分の実際に生活してる事実にこうやって触れてみると、なるほどと言うことですね。 

もう簡単に一言でまとめれば、人が生きてる、ってどう言う事かと言ったら、これが世の中に出て

来て、出て来た時に、出て来たと同時に世の中と一緒になるんですねぇ。世の中が先にあって、自

分が後から出て来たって言う風にはならないのですね。それは人間の考え方で見ると、世の中が先



 

 

にあって、そこに自分が生まれて来たって言う風に見てるけども、そんな事は無いですよ。これが

出て来ない間はですね、世の中があるなんて、誰が認識するんですか。無理じゃない。自分が出て

来るって言う事が、世の中がそのまま出て来る様子なんですよ、初めっから。世の中と自分が一緒

になるんじゃなくて。別々のものなんか出て来ないですよ、生まれるって言う事は。そう言う風に

活動してる。不思議ですよ。それだけだからね。このものと色んな物が、こうやって生活してるだ

けじゃない。それは目の様子があったり、耳の様子があったりすると言うけど。それは分けて言え

ばそうだけど、このものの中に、眼耳鼻舌身意って言うものがあるのでしょう。これを離れて、眼

耳鼻舌身意の働きは無いのでしょう。そう言うものを持ち合わせている。それでこれが行った先々

で、それが皆ちゃんと活動する様に出来てる。そうやって人生が大体終わるのでしょう。 

で、ものを知らない人は、その中で、自分でハッキリしないと苦しむ様になってる。ハッキリす

るとスッキリする様になってます。そう言う事を皆さん方に勧めたんですね。それが大先輩のお釈

迦様の在り方でしょう。そう言う内容に自分達が触れてみると、自分の出来栄えの素晴らしさが、

色々な処でこう気づかされる。そう言う気づかされたものを、色んな言葉で表現されたものが沢山

残ってるね。それは皆さんが挙げてみれば、良いじゃない。そう言う素晴らしい言葉を。 

一般の方があまり使われない言葉としては、仏性とか法性とか心如とか言う様な表現が仏典には沢

山出て来る。で、こう言う言葉を見たり聞いたりすると、ああ何だろうって昔から問題になって来

た、何の事はない。こう言う言葉が表現がちょっと違うんだけども、言わんとしてる事は、今の様

子ですよ。それだけです。未だ解脱をしてるとか言う、何にも縛られない、自由である、活発であ

るとか言う様な、解脱と言う言葉があるけど、今の様子を見てごらんなさい。その通りじゃないで

すか。縛られてるものが何かどっかにあるんですか。 



 

 

もう帰ったけど、さきマラソンした方と話してた。六時間の制限時間だったけど、五時間五十九分

でゴールに入ったと言ってました。完走したって言ってました。本当に自由に色んな事が出来る様

になってる。親が、周りが、世の中が、色んな事言って、自分が幸せになれない様な事言う人が結

構いるけども、そんな事はないね。この身体ひとつ在れば大丈夫だよ。この身体がもうひとつある

と厄介だ。本当に。一人でよかったよね。この伴侶って言うのはね、もう一人居るわけじゃないで

すよ。今の様子に。自分の在り様の外に、もうひとつ今の在り様って様子があるんじゃないです

よ。ちょっとそういう気配に聞こえるかもしれないけど。今の様子って言うのは、自分自身の真相

ですからね。これを大切に扱わなかったら、生涯やっぱりつまらないでしょう。此処に皆さんが修

行する着眼する処があるんじゃないですか。 

此処まで来るのに、結構時間のかかる人いますよ。どうしてかって言うと、自分を眺めた時に、

下手なものの眺め方をすると、先ず自分が気に入らないんだもんね、今の自分が。どっか足りない

物がある様に思う訳じゃないですか。あるいはつまらない様に思ってますから、これを相手にはし

ないね、それが、踏み違えてですよ、気に入った様子、話してるからね。「そうか、そう言う風に

すると、幸せになれるのかな」って思うと、ズーズーっとそっちへ就いていく。結局は他人に振り

回されて、一生終わっちゃうんじゃないですか。それで。そうじゃなくて、本当の自分の、今、此

処にこうやってるこの事に用がある。その中に全ての教えがある。一切の物がその中にこうやって

生活してる今の様子の中にある。百千の法門、無量の法門と言われる物が、今の様子の中に皆、示

されている。そう言う事を本当に知るべきでしょう、ねぇ。 

あと、清浄と言うのは、私達の方で、清浄（しょうじょう）と読むんですね。セイジョウ。これは

もうちょっと字を付けると、大清浄というんですね。今の様子を見てごらんなさい。こんなに確か

な生活をしてるんだけど、何処へ行くかわからないけど、何処にも無いもんね。これ、こう言う事

だって、何か分りにくいんだねぇ。何時までも残ってる様に思ってる人、たくさん居る。それ今の



 

 

様子に、よくこうやって触れて貰うとはっきりします。先程の様子に人は居ないのです。先程の様

子は無いもんですね。本当に今の様子ばかりです。そういうのを清浄と言う、綺麗。払う物が無い

のよね。邪魔になる物が一切無しに今の様子だけで、いつもずーっと活動をしてる。まあ清浄、美

しいと言う事でもあるし、美人を言う事もあるでしょう。お化粧しなくても良いぐらい。隠す物が

一つも無い。 

或は、安心、やすらぎがある。どうしてやすらぎがあるかって言ったら、失われない命ですから

ねぇ、今の様子は。これだけあれば心配無いじゃないですか。貧乏っていうけど、貧乏になった

ら、物が見えないのか。鳥がないても鳴き声が聞こえないないのか。お水を飲んでも、お水の味が

分らない様になってしまうのかって言う様な事を挙げてみると、今の様子ってものは、どんなに自

分が貧乏だと思っても、こんなに豊かじゃないですか。人から何も貰わないのに、こう言う物一つ

も欠ける事が無い豊かさを持ってるじゃないですか。人から何も貰わないのに、こう言うものは一

つも欠ける事の無い豊かさがあるでしょう。これで十分活動できるでしょう。一生。皆さんが豊か

だと思って色んな物持ってる方が厄介ですよ。 

 この前ちょっと見てたらですね、お寺の和尚さんがこうやって、払子って言って、先に毛の付い

たものが有って、使う道具があるけど、戒律の書いて有る物をみるとですね、こんな事が書いて有

る。初めは馬の尻尾とか、ああいう毛を集めて柄を付けて、こうやって蚊を払ったり、虻を払った

りしている道具使っているんだけど、その内にですね、此の柄の部分をですね、何だろう、皆が喜

びそうな価値のあるもの、例えば純金の柄を付けるとか、或は象牙でつくるとか、或は日本で言え

ば、漆を塗って柄を書く、蒔絵を書くとか、言う様な物をこうやって使う用になった時にですね、

これを禁止してます。そう言う物を使うなって。それは理由はどう言う事が書いて有るかって言う

と、人が欲しがって悪い事をする、盗んだり、そう言う気持ちを起こさせるから、そう言う物は使

うべきではないと。ねぇ、面白いでしょう。別にこっち（柄いには用は無いんだもんね。柄が立派



 

 

であろうがなかろうが、そんな事は。払う道具だから、ここは何でも良いんですけどね。それだの

に、良い物持ってるね、とかって言われると褒められる、立派な物もってると、自分もそう言う凄

いのに成った様に思うから、段々そう言う物持つ様になるじゃん。自分も心配だろうけども、一番

の戒律の中で心配してるのは、人に疚しい心を起こしてですね、それを羨ましいと思う心はです

ね、罪悪を働かす原因になるから、それを作るなって言うんですね。こんな事を、凄いなと思う。 

  貧乏って何も無いって言うのは楽ですよ。本来、着の身着のまま。やすらぎってそう言う、基本

的にはそう言う事でしょう。今の様子さえあれば、大丈夫。今の様子があれば、時間としても何不

足無いじゃないですか。生きて行くのに。大きな建物が欲しい、広い土地が欲しい。要らないじゃ

ない。この身体が、辛うじて此の身が入る場所さえ有れば十分。それ以上に広い物要らないでしょ

う。それは人間に与えられた平等な物ですね。今の様子ってものは、時間帯をして今と言う時間、

此処にって言う場所、そして各自身心を持ってる自分と思われるこの者、この三つのものはです

ね、人類に与えられた平等の宝物ですよね。誰一人これ欠ける人は居ない。不思議な宝。この三つ

があるとですね、この三つって分けてあるんだけど、本当は別々に在る訳じゃないですね。今、此

処に、私って言うものは三つって言うんだけど、本当は三つに分かれた物がある訳じゃない、それ

を今の様子と言います。これで十分ですよ、生活するのに。これが無限の物を生み出すんだから、

面白いね。 

 沢山持ってるとですね、本当に邪魔ですよ。大変ですよ。お寺って良いですね。皆、自分の持っ

てる物は殆ど無いもんね。お寺、公共の物だ。あれ、自分の物だと思う様になると、厄介だね。ま

あそんな事が表題に挙げて有る。これ誰しもの永遠の恋人。名前はこんのようこ、今の様子。何か

寄席の材料になるかも知れない。その位で。今の様子はしょっちゅう使うもんですから、話してお

きました。一年間お世話になりました。来年も一つどうぞ宜しくお願い致します。 


